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5 6月21日（水）3時限 生活史（ナラティブ・スロープ） ・当事者の体験談を生活史にまとめる
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平成29年度 前期 授業評価 平均値《リハビリテーション学部》
作業療法学概論Ⅱ／伊藤斉子
5 大変そう思う　4 そう思う　3 普通　2 そう思わない　1 全くそう思わない
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伊 藤 斉 子
　松下8）は、「学生の関与」とは「ある連続体上で経
験され、動機づけとアクティブラーニングの間の相乗
的な相互作用から生み出されるプロセスとプロダクト
（産物）である」と定義づけ、動機付けとアクティブ
ラーニングからなる二重らせんモデルによって学生の
関与についての教室ベースモデルを描き出した。
　本授業におけるアクティブラーニング（当事者の手
記読書、地域で生活しておられる障がい当事者の方の
講義（体験談）の傾聴、グループ討議）（図2）は、松
下の定義する「学生の関与」が成功し、学生の学習意
欲に結びついたと考える。
Ⅴ　謝辞
　上野義男様（脳卒中者中途障がい者生きがい働きネ
ット理事／前・尼崎市リハビリ友の会会長）には、開
学以来12年間、地域で生活している障がい当事者と
して体験談「脳卒中発症からの心の軌跡と作業所開設
の動機」をテーマに、学生たちにつらい体験も時には
ユーモアを交えながら語り続け、将来、作業療法士に
なろうという学生たちを励まし続けてくださっていま
す。また足立鐘平様（尼崎市リハビリ友の会作業所第
2作業所施設長）には、上野様の本学での体験談講義
に当たり、心身両面からサポートくださっています。
本授業の継続に当たりまして、お二人のご厚情に心か
ら感謝申し上げております。
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表6． 授業評価　自由記述欄（33.3%回答数14名/42名） 
興味深かった点、学びが促進された点、良かった点
実際に障がいをおもちの方のお話を聴けたり、手記を読んだりしたことで、対象者の思いが少しでも理解できるようになった 4
グループ発表ができて良かった 3
小テストが定期的に行われることで、しっかり復習でき授業内容が定着しやすかった 2
手記を読んだり、ナラティブスロープを実際に書いてみたりと、自主的に学ぶ機会がたくさんあって良かった。 1
ナラティブスロープの書き方を学ぶことができて良かった。興味深かった。 1
手記を読む中で高次脳機能障害をはじめとした脳の障害と生活場面の困りごとを関連づけて学べた。 1
授業のスピードがとても良かった。 1
現場の映像を見ることもできてためになった。 1
